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Keysight 35670Aの測定設定がフロントパネル・インタフェース、またはその他のプログラミングにより

完了していると仮定すると、35670Aの表示データを転送するために必要なプログラミング・ステップは

以下のとおりです。

フォーマットをreal、64に設定
アクティブ・トレースを設定 CALC:ACT A|B|C|D|AB|CD|ABCD
CALC:X:DATA? Xデータを得る
ビンブロックの読み込み
同じ個数のXポイントとYポイントが存在するようにデータを再マッピング
CALC:DATA? Get Y data
ビンブロックの読み込み
XデータとYデータを組み合わせて、x,y座標データ・ペアに変換
プロット

5番目のステップはこれでいいのですが、説明が必要です。各表示ポイントはX,Y座標値のペアで表さ

れます。ドキュメント化されていない35670Aの「特長」により､分解能のライン数分だけ設定したよりも

多くのＸデータ・ポイントを返すのですが、ディスプレイには分解能の1ラインあたり1ポイントが連続
的につながったように表示されます。余分なデータは表示には使用されないエイリアス・データです。

トレース・データをGPIB経由で転送する場合には、プログラマはこのデータに注意しなければなりませ

ん。35670Aを以下の分解能で設定したときの実際のX配列のサイズは以下のようになります。

    分解能の設定値　　　CALC:X:DATA? 配列のサイズ

    400                 513

    800                 1025

    1600                2049

    max                 4097

可能な35670Aの設定から返されるXデータ・ポイント数の最大値は4097です。このようになる2とおり

の設定は、分解能1600ラインのFFTに設定してタイム・キャプチャ・データを表示する場合と、表示
フォーマットで全ラインをオンに設定し、入力フロント・エンドでアンチ・エリアジングをオフに設定す

る場合です。

Keysight VEE、C++、LabViewはいずれも、IEEE-754のバイナリ・ブロック・データ（ビンブロック）を

理解できます。Visual Basicはこれを理解できませんが、Keysight IntuiLink I/Oオブジェクト・バイナリ・

モジュールを使用して簡単に、VBがこれを理解できるようにできます。IntuiLink SDKはそのためのラ

イブラリで、無料で提供されているIntuiLink測定器ドライバを使用してインストールできます。また

は、工場のサポートから入手できます。
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